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する事。

＜連絡事項＞

· 今年度の生活習慣改善プログラムがスタートします。その為、担当者より説明が8/28（金）にあります。

· 毎年、行っている貯水槽清掃作業の為、南病棟は下記の日程で断水となります。
8/29（土）高齢者メンタルケア病棟（市水）9：00～12：00

　　　　　南２Ｆ風呂・南Ａ全部
※対応として、入浴は午後から、トイレはBユニットを使用してもらいます。

9/5（土） 南病棟（井水）8：30～11：00

　　　　　南Ｂ風呂・南Ｂホールトイレ
9/5（土） 南病棟（市水）9：00～12：00

　　　　　南Ｂ洗面台・エレベーター隣トイレ・風呂隣トイレ・南ＣＤ全部
※ポリタンクを借りてきて貯水します。トイレの水は衣装ケースや盥に水を貯めておいてバケツで流します。

· 院長より、全体連絡会議には出席するようにと指示がありました。病院全体の情報・意見交換の場である事から、病棟は夜勤体制位の人数を残して、後はスタッフ全員で全体連絡会議に出席して下さいとの事。

· 衆院選の投票には必ず行くようにしましょう。8/30（日）投票日に勤務などで投票が難しいスタッフは期日前投票などを利用するようにして下さい。

· 8/28（金）9：00～10：00（2階Cホール）、15：00～16：00（1階エレベーター前ホール）にて、心理Ｔの盛田さんによる「お話し会」があります。なるべく出席するように患者様に促して行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 古川　徳一様～仙骨部分に褥瘡発生しています。体位変換注意して行って行きましょう。　　　　　　　

　　

· 中村　マス様～病棟のラジカセを自室へ持っていく事がありました。体操使用後は詰　　　所内に片付けるようにして下さい。

　

· 田中　豊三様～咳嗽、鼻汁、痰がらみ、嗄声あり。

セフジトレン（抗菌剤）3T　3×7T（本日朝～）。感冒症状で発熱、食事、水分などに気をつけて経過観察していきましょう。

· 五十嵐　タイ様～本日、日赤受診し採血検査のみ施行。次回9/4（金）8：20～13：30　　　　　　（昼は当院で。スタッフ付き添い無しで、本人と御家族で行きます）

骨シンチ、CTの検査の為、受診予定。朝食は未摂取で向かいます。

結果は9/25（金）家族が聞いてきます。

· 晴山　長司様～葛根湯止めのまま、そのまま様子観察行っていきます。

· 鈴木　サダ様～本日、サダ様外出の際に、迎えに来た保護者の甥様に、サダ様が65歳となった為、介護認定や施設入所の話をした所、大変興奮されており、スタッフの話に全く耳を傾けようとしませんでした。15：00に帰院予定となっているので、その時、山田PSWに対応してもらうことになっています。

· 工藤　豊様～点滴自己抜去してベットの柵を超え、徘徊しており、スタッフ見守り要しています。自己抜去繰り返すため、点滴は一旦中止となっています。食事は、明日、診察し検討していくとのことです。歩行のふらつきがある為、転倒に気を付けて行きましょう。

＜皮膚科診察＞

· 櫛桁　武男様～瓢疸（左足第1趾）継続している為、セフジトレン錠（抗菌剤）3Ｔ　3×ndE/3T処方されています。疼痛、腫脹の有無を観察して行きましょう。

· 久慈　脩様～首、肩に急性湿疹出ており、テラコートリル（鎮痛・鎮痒・消炎剤）処方　となっています。1回/日。掻痒感の有無、湿疹状態の観察をして行きましょう。

· 慶長　節子様～皮膚科を他科受診に切り替えた為、当院の皮膚科は終診となります。　　　　　　　

　　　　　　　　　

＜生活機能回復訓練報告・検討＞
· 五十嵐　タイ様～昨日の午前中、Ｃホールにて、テーブルに伏したり、突然顔を上げて歌い出したりしていました。プログラム中は安定していますが、時折、表情硬くされていることあります。精神状態の観察を行っていきましょう。

· 峰田　満男様～プログラム中の体操では、傾眠され、声を掛けてもすぐ目を閉じてしまう状況が続いています。レクや創作活動になると起きている事出来ています。声を掛けてなるべく起きていられるよう促していきましょう。

· 瀬川　はな様～プログラム開始時の声掛けをしないと、部屋で寝ていることが多いです。開始時には声をかけていきましょう。

· 井上　健次様～プログラム中の活気の無さが目立っているように思います。話掛けると返答されますが、すぐ目を閉じてしまう事もあります。なるべく起きていられるよう促していきましょう。

＜ユニットケア基準＞

病棟ケア基準を踏まえて、現在の業務状況を検討した結果、ケア基準通りに作業を進めることが出来ています。今後も継続お願いします。

＜ベッド移動＞

· 工藤　豊様　　徘徊多く、状態要観察の為　208号室→204号室　へ移動。

· 紫葉　雪雄様　療養環境変更目的で　204号室→202号室　へ移動。







